
石
祖
俸
の
一寸

明
道
致
用

に
つ
い
て

i

i
宋
壌
(
滋
謬
)
源
流
の
一
私
考
と
し
て
の
1

1

1

は

が

き

宋
代
の
「
の
源
流
を
論
ず
る
に
は
、
密
接
不
離
の
関
係
に

あ
る
宋
代
の
古
文
復
興
と
、
切
り
離
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
出
子
ろ
、
古
文
復
興
の
主
娘
で
あ
る
「
明
道
致
用
い
に
こ
そ
、

「
道
事
」
興
隆
の
誠
一
吋
悶
が
あ
る
。
斯
か
る
怠
味
で
、
石
犯
休
刊
を
取
り

ペh
d
z
f
l
』
メ
こ
、
。

H
A
は
り
て

J
T
し

宋
史
、
儒
林
停
・
歓
陽
修
の
京
一
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
石
介
一
字
は
山
寸

泊
、
一
允
州
奉
符
の
人
。
魯
人
、
絡
を
傘
ん
で
犯
彼
先
生
と
読
す
。
景

徳
二
年
ハ
部
紀
…

0
0五
年
)
に
生
ま
れ
、
度
賂
五
年
(
沼
紀
一

O

四
五
年
〉
に
卒
す
。
一
半
年
四
十
有
一
歳
と
。
但
彼
は
、
「
朋
友
解
い

に
て
、
ぺ
師
一
本
山
孫
明
復
先
生
い
ハ
右
組
株
集
、
各
之
下
)
と
自
ら
法

叫

H
U
1み

べ
て
お
り
、
そ
の
伊
風
は
「
泰
山
m
仰
と
を
宗
と
し
、
そ
の
秘
述
者
で

あ
り
、
か
っ
、
可
復
刊
に
・
「
古
文
復
興
い
の
先
茅
・
先
河
と
目
さ
れ

て
い
る
の
従
っ
て
、
組
伐
の
つ
切
迫
致
問
川
」
を
論
究
補
設
し
、
も
っ

て

、

の

源

流

の

端

を

解

明

し

た

い

と

思

う

。

し

功

万

正

一
徳
稼
の
「
明
議
致
用
」

清
儒
銭
大
析
は
、
「
孫
明
復
小
集
序
」
に
て
、

先
生
立
一
宮
、
主
乎
朗
話
。
(
潜
研
竹
山
文
集
、
を
二
十
六
)

と
、
孫
一
復
の
壊
風
を
論
述
し
て
い
る
。
が
、
租
彼
の
向
学
問
も
亦
「
明

滋
」
に
存
す
る
と
思
う
。
そ
も
そ
も
「
明
道
」
と
は
、
特
愈
の
「
原

道
」
に
、
一
切
先
王
之
道
、
以
道
之
!
一
(
朱
文
公
校
mm
梨
先
生
集
、
を

十
一
)
と
、
一
i

争
問
論
い
に
、
叶
我
格
以
一
明
道
也
」
(
向
、
各
十
四
)

と
、
一
郎
(
泳
向
書
者
い
に
、
「
向
未
知
修
明
先
王
之
道
」
(
問
、
径
十

八
)
と
あ
り
、
榔
宗
…
児
の
「
答
卒
中
立
論
的
道
沿
一
間
」
に
、
「
及
長
、

乃
知
文
者
以
明
道
い
(
註
耕
音
対
庶
柳
先
生
集
、
袋
三
十
四
)
と
、

あ
る
を
以
て
、
持
・
榔
二
子
を
そ
の
新
茶
と
見
る
。

ね
徐
の
信
奉
す
る
斡
愈
の
「
道
い
は
、
「
先
王
之
道
」
(
「
原
道
」
・

…i
m
ハ
サ
市
向
者
没
ど
)
で
あ
り
、
…
i
道
」
そ
の
も
の
が
、
発
・
舜
・
市
内
・NU
2
 

湯
'
文
武
・
府
公
・
孔
子
で
あ
り
、
人
間
的
理
性
を
超
越
し
た
「
…
判

的
児
性
ん
で
、
一

3

感
性
的
世
界
の
際
貿
い
で
あ
る
、
と
一
寸
前
う
の
で
あ

る
。
斯
か
る
の
確
立
の
た
め
に
、
俳
教
を
排
斥
し
た
の
で
あ
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る
。
果
覚
、
愈
の
排
併
は
、
「
論
併
閉
山
間
表
い
(
朱
文
公
校
mm
契
先
生
集

径
一
一
一
十
九
〉
に
一
訴
さ
れ
て
い
る
、
通
り
、
そ
の
忠
恕
の
根
本
は
、
問
中
な

る
排
老
俳
思
想
で
は
な
く
、
「
反
の
中
閣
の
人
と
し
て
の
道
は
い
か

な
る
も
の
か
に
と
一
一
お
う
命
題
の
も
と
に
、
侍
統
的
儒
壊
の
員
な
る

も
の
へ
の
泊
先
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
感
性
的
世
界
の
確

立
を
求
め
よ
う
と
し
た
思
索
的
態
度
を
感
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

「
興
孟
向
謀
者
い
に
、

湖
州
時
、
有
一
老
俄
。
競
大
殿
、
頗
聴
明
、
識
道
理
。
遠
地
無
一
吋

興
…
出
者
。
故
白
山
布
五
一
州
郭
、
溜
十
数
日
。
寅
能
外
形
燃
以
型
自

勝
、
不
相
川
事
物
佼
飽

om(之
語
、
雌
不
恋
解
、
安
出
胸
中
無
滞

擬
。
(
朱
文
公
校
m
M
梨
先
生
集
、
巻
十
四
)

と
あ
る
は
、
印
ち
、
斡
愈
の
忠
悦
の
一
端
を
校
す
る
も
の
と
一
一
一
一
悶
え
よ

o
 

h
h
ノ

旦一来
n
J
F同
社

工

、

三

日

末

長

コ

、

こ

、

E
V
E
-
L
Y

寸イ
d
f
4
7
A
Aパ
κν

背
者
孔
子
修
春
秋
、
明
帝
王
之
迫
。
取
一
一
一
代
之
政
、
述
而
潟
綬
、

射
器
之
書
。
其
文
安
市
街
、
共
道
正
市
一
。
所
以
扶
世
市
佑
氏
、

…
以
降
枇
常
行
不
易
之
道
也
。
ハ
筒
、
容
之
下
)

と
、
叉
、
「
宋
域
勝
夫
子
納
記
」
に
、

簿
嬰
師
、
明
大
迫
。
ハ
向
上
)

と
あ
る
如
く
、
ぺ
明
滋
」
、
が
、
そ
の

い
る
。
而
し
て
、
初
体
加
の

あ
る
こ
と
を
明
示
し
て

と
は
、
「
答
歓
隊
、
氷
叔
指
…
一
ど
に
、

僕
溺
挺
然
自
持
寄
聖
人
之
道
。

i
・e
-

僕
溺
確
然
自
守
聖
人
之
経
。

ハ
問
、
各
之
上
)

と
、
叉
、
「
上
劉
工
部
議
い
に
、

夫
自
伏
義
紳
山
設
資
…
官
発
舜
民
文
武
府
公
孔
子
、
至
於
今
、
天
下
一

君
也
。
(
向
上
)

と
、
叉
、
「
去
二
定
木
記
」
に
、

鳴
呼
、
老
侃
ハ
併
、
賊
翠
人
之
道
也
。
(
問
、
各
之
下
)

と
、
又
、
先
の
「
銭
議
帯
魚
僻
」
に
も
、

市
孔
子
之
道
築
、
併
老
之
数
行
、
市

舜

之

帯
。
(
向
上
)

と
あ
り
、
要
は
、
聖
人
の
道
郎
ち
伏
義
一
脚
農
黄
帝
尭
舜
民
湯
文
武
間
川

公
孔
子
の
道
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
然
も
、
そ
の
「
滋
」
は
、

前
の
「
宋
域
懸
夫
子
廟
記
」
に
、

否
聖
人
之
道
、
大
中
歪
正
、
市
内
世
常
行
不
可
易
之
道
也
。
(
向
上
)

と
、
又
、
「
怪
説
下
」
に
、

夫
探
知
舜
市
内
湯
文
王
武
王
府
孔
之
道
、
寓
社
常
行
不
可
易
之
道
也
。

(
向
上
)
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と
あ
る
よ
り
し
て
、
「
高
世
行
は
れ
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
部
ち

「
至
理
の
道
」
で
、
普
遍
安
設
の
英
理
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

然
ら
ざ
れ
ば
、
一
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
道
」
と
は
一
一
一
一
向
い
難
い
。
換
一
一
読
す

れ
ば
、
伏
議
紳
農
地
山
ハ
帝
尭
舜
市
内
湯
文
武
周
孔
は
、
人
間
的
理
性
を
透



か
に
趨
越
し
た
、
「
一
判
的
理
性
い
の
立
〈
象
で
あ
っ
て
、
「
感
性
的
世
界

の
原
資
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
部
ち
「
道
」
で
あ
る
と
一
一
一
日
う
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
仮
彼
の
「
感
性
的
世
界
の
原
質
で
あ
る
議
」
の
確

立
、
郎
ち
寸
明
道
い
の
良
一
話
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に

徴
引
し
た
「
上
刻
工
部
議
問
」
の
後
文
に
、

(
夫
自
:
・
:
・
一
君
也
、
〉
中
路
一
数
也
、
無
他
道
也
。
今
謂
一
品
同
窓
人

興
俳
老
、
震
一
一
一
敬
、
謂
俳
老
興
伏
暗
殺
一
榊
農
寅
一
信
尭
舜
、
倶
為
聖

人
、
期
不
亦
骸
会
乎
。
ハ
向
、
各
之
上
〉

と
あ
り
、
こ
の
「
中
関
一
数
也
、
無
他
道
也
」
と
一
一
一
一
同
う
黙
よ
り
考
察

す
れ
ば
、
外
爽
に
援
鈍
さ
れ
な
い
、
中
趨
民
族
の
傍
承
的
精
神
の
根

本
理
念
で
あ
る
「
道
」
(
感
性
的
世
界
の
原
資
で
あ
る
)
の
確
立
、

郎
ち
「
明
滋
い
に
主
限
が
存
し
、
そ
の
た
め
の
併
老
・
楊
一
億
の
排
斥

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
狙
彼
は
、
「
排
俳
老
・

排
楊
一
億
」
が
、
「
滋
」
の
確
立
'
凶
ち
「
一
明
滋
」
に
も
、
通
ず
る
も
の
と
、

信
じ
て
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
米
子
纂
輯
の
、
「
租
彼
先
生
行

賞
い
の
後
文
に
、

(
石
)
守
滋
深
嫉
之
、
以
mm孔
門
之
大
響
、
作
怪
説
一
一
一
第
。
上
第

排
俳
老
、
下
篇
排
楊
億
。
於
走
新
進
後
煙
、
不
敢
為
楊
劉
館
、
亦

不
敢
談
併
老
。
(
向
上
)

と
、
あ
る
を
参
観
す
れ
ば
、
祖
株
の
論
旨
の
一
端
が
、
明
確
に
さ
れ

得
る
で
あ
ろ
う
。
が
然
し
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
若
過
す
べ
か
ら
ざ
る

問
題
は
、
先
に
徴
引
し
た
「
怪
説
下
」
の
後
文
に
、

俳
老
以
妖
妄
珪
誕
之
数
壊
乱
之
、
楊
億
以
淫
巧
浮
偽
之
破
砕

之
。
吾
以
攻
壊
箆
破
一
併
我
翠
人
之
道
者
、
一
五
日
非
攻
併
老
抱
ハ
楊
億

也
。
音
響
翠
人
之
道
。
有
攻
我
聖
人
之
選
者
、
吾
不
可
不
反
攻
彼

也
。
ハ
向
、
各
之
下
)

と
、
あ
る
よ
り
窺
い
知
ら
れ
る
如
く
、
「
吾
非
攻
俳
老
楊
億
」
の
思

想
で
あ
る
。
こ
の
一
吉
よ
り
し
て
、
開
単
な
る
併
老
・
楊
一
億
の
排
斥
に
あ

ら
ず
、
俳
老
・
楊
億
の
徒
の
、
「
翠
人
の
道
を
壊
箆
破
砕
せ
ん
と
す

る
者
!
一
を
排
斥
す
る
と
言
う
論
旨
に
、
結
後
の
新
境
地
を
見
出
し
得

る
の
で
あ
る
。
準
克
、
「
感
性
的
世
界
の
原
質
で
あ
る
道
」
の
穣
立
、

'
即
ち
「
mm滋
」
に
よ
っ
て
、
中
閣
を
し
て
中
関
た
ら
し
め
よ
う
と
す

る
思
索
的
態
度
に
、
狙
彼
の
思
想
の
深
さ
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
祖
彼
と
最
も
訂
交
の
深
か
っ
た
欧
陽
修

が
、
「
本
論
上
い
に
て
、

及
一
一
一
代
表
、
王
政
閥
藤
義
践
。
後
二
百
徐
年
市
併
安
子
中
顔
。

.. 

:
紳
御
所
以
潟
一
世
患
者
、
乗
其
則
的
凝
之
時
布
来
。
此
其
受
忠
之
本

也
。
ハ
欧
州
紡
文
忠
公
集
、
各
十
七
)

と
論
じ
、
更
に
「
本
論
中
」
に
て
、

民
之
沈
樹
、
入
於
骨
髄
、
非
口
舌
之
可
勝
。
然
別
賂
奈
何
。
日
、

英
法
修
竹
内
本
以
勝
之
。
(
向
上
〉

と
の
論
考
を
付
度
す
れ
ば
、
組
休
刊
の
思
想
は
一
段
と
明
確
と
な
ろ

( 16 ) 



ぅ
。
斯
く
て
、
彼
徐
の
「
明
滋
」
は
、
日
を
外
に
向
け
る
の
で
は
な

く
、
内
に
省
察
す
る
思
索
的
・
怒
緋
的
態
度
に
本
づ
く
、
人
間
の
湖
町
一

性
を
超
越
し
た
、
「
感
性
的
世
界
の
探
質
で
あ
る
道
」
の
探
究
で
あ

っ
た
と
一
一
一
日
い
得
る
。

以
上
の
論
述
に
よ
っ
て
、
組
彼
の
排
俳
老
・
排
楊
億
に
よ
る
「
明

道
」
の
確
立
が
論
議
さ
れ
た
結
果
、
相
似
篠
の
思
想
が
、
本
論
冒
頭
の

斡
愈
設
と
、
訟
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
祖
彼
が
斡
愈
を
傘
燥
す
る
所
以
が
存
す
る
の
で
あ

る
。
部
ち
、
「
泰
山
議
院
記
」
に
、

白
河
以
下
磁
之
、
賢
人
之
窮
者
、
孟
子
揚
子
文
中
子
斡
吏
郊
是

也
。
:
・
:
吏
部
後
三
百
年
、
賢
人
之
窮
者
、
叉
有
一
本
山
先
生
。
:
・

:
門
人
之
高
弟
者
、
石
介
劉
牧
姿
潜
張
洞
李
縮
。
:
:
:
先
生
述

作
、
上
京
周
孔
、
下
擬
斡
孟
。
ハ
ナ
ね
組
彼
集
、
各
之
下
)

と
あ
る
よ
り
、
経
彼
が
的
説
(
孫
復
〉
を
綴
承
し
つ
つ
も
、
そ
の
事

的
根
源
を
韓
愈
、
に
求
め
た
こ
と
、
更
に
は
、
コ
誠
原
道
い
・
「
議
韓
文
」

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
「
傘
韓
」
に
、

憶
、
一
況
判
氏
布
、
況
氏
揚
雄
氏
王
遁
氏
韓
愈
氏
五
賢
人
、
吏
部
潟
賢

人
之
至
。
(
向
上
)

と
あ
り
、
韓
愈
を
ば
孔
子
に
次
ぐ
「
賢
人
之
至
」
と
し
て
い
る
こ
と

等
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
如
寅
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た

だ
-
韓
愈
と
時
を
向
じ
く
し
た
柳
宗
一
克
に
濁
し
て
拭
、
「
上
越
先
生

に
て
、
そ
の
才
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
興
活
十
一
一
一

て、
若
取
子
一
陣
天
説
総
説
日
、
天
地
大
来
臨
也
。
元
気
大
雄
痔
也
。
陰

陽
大
草
木
也
。
其
烏
能
賞
功
市
部
禍
乎
。
功
者
自
功
、
市
踊
者
自

繭
。
川
別
似
不
合
聖
人
六
経
中
旨
。
:
:
;
子
厚
誼
取
発
水
揚
干
、
市

須
之
説
。
後
社
昏
主
脱
税
君
、
ぃ
震
民
賊
物
、
津
情
怒
惑
、
天
震
告
以

一
部
驚
健
。
:
:
:
子
淳
之
説
、
泊
券
倫
怠
〈
。
(
問
、
各
之
上
)

と
論
じ
、
柳
宗
一
五
に
依
傍
し
な
い
立
場
を
賜
僚
に
一
一
小
し
て
い
る
。
な

お
、
石
組
彼
集
を
一
瞥
す
れ
ば
、
柳
宗
一
五
に
関
す
る
記
載
が
皆
無
で

あ
る
黙
が
、
何
よ
り
の
明
授
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
但
彼
の
ω
弔
問

・
思
想
餓
系
が
自
ら
判
然
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
韓
・
柳
二
子
の

Mmr
風
の
相
殿
内
鈷
を
看
破
し
た
い
卒
見
は
、
高
く
稀
さ
れ
て
然
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

「
明
道
」
が
、
「
感
性
的
世
界
の
原
質
で
あ
る
滋
」
の
確
立
で
あ
る

な
ら
ば
、
「
致
用
」
は
、
そ
の
寅
践
に
他
な
ら
な
い
。
郎
ち
、
「
興
奮
…

秀
才
官
官
」
に
、

其
心
議
究
実
舜
百
内
湯
文
武
周
公
孔
子
之
用
、
深
通
一
孔
子
之
心
。

(
向
上
)

品開一弘
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と
、
叉
、
「
上
察
部
横
書
」
に
、

其
選
別
府
公
孔
子
之
道
一
也
。
其
文
則
柳
仲
塗
張
晦
之
之
文
也
。
其

行
則
古
君
子
之
行
也
。
ハ
向
上
〉



と
、
あ
る
磁
文
が
、
「
明
道
」
と
「
致
用
」
と
は
、
別
偲
の
象
で

訟
3

は
な
く
、
所
謂
「
際
部
用
」
邸
ち
「
館
周
一
源
い
・
「
表
一
袋
一
鰻
」
の

間
関
係
を
閉
経
し
て
い
る
と
一
一
一
悶
え
よ
う
。
祖
被
の
「
致
用
」
の
瓦
(
鰹
的

論
述
の
一
一
例
を
ば
、
「
漢
論
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
邸
ち
、
「
漢

論
上
い
に
、

議
以
漢
ム
ノ
~
毅
然
、
易
一
一
一
王
之
総
柴
也
。
以
漢
之
制
度
、
易
三
玉
之

制
度
世
。
以
漢
之
鈴
賞
、
易
一
一
…
壬
之
爵
賞
也
。
以
漢
之
法
律
、
易

一
一
一
五
之
法
律
也
。
以
漢
之
政
令
、
易
一
一
…
玉
之
政
令
也
。
:
:
:
一
一
一
一
土

大
中
之
道
、
路
市
不
行
、
路
一
悦
襲
秦
之
像
、
立
淡
之
一
法
可
惜
失
。

(
問
、
各
之
下
〉

と
。
漢
は
一
一
一
五
の
滋
を
求
め
ず
、
秦
の
政
を
襲
ぎ
、
法
を
立
つ
を
述

べ
、
「
漢
論
中
」
に
て
、

或
日
、
模
、
改
一
…
一
一
土
之
道
、
作
之
者
主
(
誰
敗
。
日
、
前
日
参
佐
賀
叔
孫

、通之
mw
也
。
:
:
:
賀
輿
通
航
施
之
於
前
、
参
復
機
之
於
後
。
漢
品

故
日
、
際
貿
叔
孫
通
曹
参
之
罪
也
。

(
向
上
〉

と
。
一
一
一
王
の
道
を
改
む
る
者
は
、
・
叔
孫
通
で
、
一
一

の
治
は
、
一
二
王
の
治
に
及
ば
ざ
る
を
論
じ
、
「
漢
論
下
」
に
て
、

一
程
光
貌
相
公
孫
定
資
博
問
問
侯
、
難
有
其
才
、
琵
能
復
鋳
漢
家
革
制

度
乎
。
過
不
哲
其
時
也
。
故
祝
日
非
曹
一
参
院
究
叔
孫
通
也
。
(
向
上
)

と
。
夜
参
・
・
叔
孫
通
の
本
政
が
、
時
機
を
失
っ
て
い
た
こ
と

を
論
述
し
て
い
る
。
こ
の
設
は
、
三
王
の
道
部
ち
尭
舜
民

湯
文
王
武
王
周
孔
の
道
(
感
性
的
世
界
の
原
質
)
は
、
普
遍
妥
蛍

(
口
県
理
)
に
し
て
易
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

故
に
ま
た
「
致
用
」
(
寅
践
)
の
難
き
を
論
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
4

畢
党
、
三
玉
の
道
の
「
致
用
」
が
、
天
下
太
卒
に
通
ず
る
も
の
で
あ

る
こ
と
の
論
速
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
宋
史
、
儒
林
俸
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
、
祖
彼
の
「
慶
暦
聖
徳
詩
」
の
作
詩
の
動
機
に
、

日
爽
街
罷
粉
、
夏
線
技
除
、
枢
密
使
復
奪
之
以
桁
代
。
一
家
得
象
長

殊
資
同
日
朝
花
仲
流
寓
弼
及
潟
、
同
時
執
政
。
欧
陽
修
余
病
王
素
茶

一
議
並
匁
諌
官
。
介
喜
日
、
此
盛
時
也
。
歌
額
吾
職
其
可
己
乎
。
作

(
宋
史
、
各
四
百
三
十
二
、
儒
林
体
二
、
石
組
彼

の
篠
)

( 18 ) 

と
、
あ
る
を
考
察
す
れ
ば
、
理
解
に
難
く
は
な
く
、

一
位
彼
石
先
生
装
誌
銘
い
に
、

所
諮
娘
一
ん
舜
品
湯
文
武
期
公
孔
子
一
五
刺
揚
雄
斡
愈
氏
者
、
未
嘗
一
日

不
諦
於
口
。
忠
良
天
下
之
士
、
皆
震
府
孔
之
徒
、
以
致
其
君
震
発

舜
之
君
、
民
然
発
舜
之
氏
。
(
欧
陽
文
忠
公
集
、
在
三
十
四
)

と
あ
る
は
、
一
止
に
但
彼
の
怠
を
得
た
遁
切
な
記
述
と
一
一
一
問
え
よ
う
。

斯
く
の
如
く
、
組
彼
は
「
明
道
致
用
」
に
、
天
下
太
平
に
、
通
ず
る

必
要
紙
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
性
が
存
す
る
と
、
開
く
信
じ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
心
部
ち
、
問
問
一
一
倍
い
に
て
、

歓
揚
修
の
、



周
孔
之
道
、
非
猫
設
問
一
身
、
市
h

無
利
天
下
者
也
。
(
右
組
彼
集
、

谷
之
下
〉

と
論
じ
、
文
、
「
排
私
し
に
て
、

孔
子
之
道
、
治
人
之
道
也
。
一
日
無
之
、
天
下
必
乱
。
:
:
:
高
批

可
以
常
行
、
一
日
不
可
践
者
、
孔
子
之
道
也
。
(
向
上
)

と
、
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
終
日
扮
に
察
知
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
一
向
し
て
、
「
明
道
致
問
川
」
が
、
天
下
の
JW
一
一
安
な
軌
範
(
普
遍

安
散
の
口
県
理
で
あ
る
か
ら
常
然
で
あ
る
〉
で
、
あ
れ
ば
あ
る
説
、
そ

の
必
然
的
締
結
と
し
て
、
向
学
問
・
救
育
の
必
要
性
を
論
じ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
「
題
特
州
早
川
県
い
に
、

m
m
ナ
免
数
化
之
源
、
仁
義
之
本
敗
。
(
向
上
)

と
、
又
、
「
答
欧
陽
永
叔
議
い
に
、

叉
諮
介
端
然
於
m
m
ナ
合
以
数
人
。
潟
帥
友
率
然
筆
札
、
自
民
的
ナ
者
所

法
。
憶
、
関
家
輿
同
学
校
超
mmγ

官
、
止
以
数
人
字
乎
、
将
不
以
聖
人

之
道
教
人
乎
、
絡
不
以
忠
孝
之
道
一
致
人
乎
、
路
不
以
仁
義
雄
一
信
教

人
乎
。
:
:
:
尭
舜
市
内
湯
文
武
問
公
孔
子
之
道
、
不
営
問
離
於
日
也
G

(
向
上
〉

と
、
あ
る
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
れ
部
ち
引
似
て
彼
の

す
べ
き
も
の
で
、
換
一
一
一
一
閃
す
れ
ば
、
ね
徐
の
「
震

「
mm道
致
用
い
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

然
ら
ば
、
抑
制
彼
の
の
根
抵
に
存
す
る
も
の
、
部
ち
、

の

!ヨ
と
はも
、 ~iヰ

勺
明
治
致
用
い
思
想
の
形
成
の
根
本
に
存
す
る
も
の
は
、

と
一
寸
前
う
に
、
三
一
大
政
ハ
い
の
最
初
に
、

山
川
被
春
秋
、
高
世
之
大
山
県
乎
。
府
公
孔
子
制
作
不
十
一
会
。
:
:
:
鳴

乎
、
期
総
明
王
制
、
春
秋
明
王
道
、
可
認
識
余
。
ハ
向
上
)

と
述
べ
、
内
ら
「
期
総
・
春
秋
い
を
以
て
(
i

二
大
山
県
」
と
名
づ
け
、

疋
こ
、
勺
呉
市
民
向
性
}
土
喜
一
乙
、

T
5

〆、
h
y
p
-
-一/
叫
f
'

一、
W
2
1

、、J
Y
A
F
ψ
h
n
r
v
e
i
i

、、
u
g

六
経
皆
出
孔
子
之
筆
。
然
詩
書
止
於
棚
、
総
柴
止
於
定
、
日
初
止
於

述
。
春
秋
特
見
取
引
人
之
作
。
(
問
、
を
之
上
)

と

。

吏

に

父

、

に

、

A

尚
一
足
マ
パ
J

為。

一
括
在
・
カ

選
道
府
一
道
市
行
、
其
明
天
下
之
治
敗
。
幾
近
日
初
、
治
近
春
秋
。
二

子
之
道
、
持
道
也
。
山
(
世
不
一
止
、
其
必
達
矢
。
(
向
上
)

と
、
論
述
し
て
い
る
所
よ
り
、
…
別
殺
…
と
{
春
秋
1
5

一
と
、
更
に
日
初
2

を
特
に
民
税
し
て
い
る
貼
よ
り
見
て
、
一
期
総
・
春
秋
・
易
」
を
中

心
と
し
た
六
経
が
、
そ
の
車
問
・
思
想
の
根
源
を
為
す
も
の
で
あ
る

と
一
一
一
一
問
え
よ
う
。
従
っ
て
但
彼
は
、
経
衡
を
根
抵
と
し
た
「
明
道
致

用
」
論
者
で
あ
り
、
ま
た
寅
践
者
で
あ
る
。
と
、
一
吉
い
得
る
の
で
あ

る
。
肢
に
一
徴
引
し
た
が
、
敗
防
修
の
、
…
組
後
石
先
生
装
誌
銘
…

ア
」
、
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先
生
自
閑
居
促
休
刊
。
後
官
子
南
京
、
常
以
術
教
授
。
及
在
太

郎
大
金
以
師
道
自
封
。
門
人
弟
子
従
之
者
甚
衆
。
太
mmT
之
興
、
自

先
生
始
。
(
駄
mm文
忠
公
集
、
一
十
四
)



但
微
が
総
街
を
以
て
の
寅
践
者
で
あ

。

〉ハノ

と
あ
る
は
、
賛
僻
と

る
、
何
よ
り
の
朗
読

こ
こ
に
於
て
一
考
す
べ
き
は
、
祖
篠
の
殿
場
開
・
思
想
の
究
明
ま
た

は
展
開
に
釘
す
る
研
究
態
度
で
あ
る
。
部
ち
、
「
上
沼
思
叩
一
地
書
」
に
、

土
建
中
、
立
(
人
能
通
明
絞
街
、
不
出
註
疏
之
鋭
、
其
心
期
ハ
饗
人
之

心
自
命
。
能
自
誠
開
明
、
不
自
鍛
一
挙
之
麦
、
立
ハ
性
服
ハ
聖
人
之
道

合
。
故
能
去
、
天
人
之
際
、
性
命
之
理
、
陰
陽
之
説
、
鬼
一
柳
之

倍
、
共
器
誠
共
部
材
用
足
。
(
石
組
彼
集
、
各
之
上
〉

と
あ
る
、
「
不
自
設
疏
」
と
一
一
お
う
事
究
的
態
度
は
、
特
に
表
過
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
動
も
す
れ
ば
、
蛍
時
の
階
密
で
あ
る
、
訓

話
的
@
俸
統
的
・
統
一
的
傾
向
に
趨
り
が
ち
な
事
風
を
打
破
し
、
自

由
思
怨
の
見
地
よ
り
、
府
鍛
・
春
秋
・
易
、
或
は
六
経
を
考
究
し
、

「
野
道
致
用
」
部
ち
、
「
感
性
的
世
界
の
原
資
で
あ
る
道
」
を
究
明

し
、
資
践
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
期
か
る
問
機
γ

究
的
態
度

に
こ
そ
、
宋
代
「
遊
間
仰
に
の
先
艇
を
な
す
根
源
が
存
し
て
お
り
、
こ

の
mmf
究
的
態
度
な
く
し
て
は
、
字
街
の
原
理
を
考
諭
す
る
「
形
加
上

・
「
性
理
性
命
事
」
は
到
底
存
し
得
な
か
っ
た
。

と
、
一
一
…
一
問
え
よ
う
。

ニ
復
僚
の
「
古
文
復
興
」

宋
初
の
古
文
復
興
は
庶
代
に
、
庶
代
の
古
文
復
興
は
吏
に
減
源
的

に
求
め
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
宋
代
の
源
流
と
し
て

の
古
文
復
興
を
考
え
る
時
、
唐
代
に
そ
の
起
駄
を
翠
く
こ
と
が
で
き

工
心
。
思
う
に
、
唐
代
古
文
復
興
は
、
韓
・
柳
二
子
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ

よ
う
。
こ
の
雨
者
は
、
貌
晋
六
朝
の
影
響
を
多
分
に
受
け
、
唐
代
の

洗
鰻
を
多
分
に
受
け
な
が
ら
も
、
四
六
耕
一
儲
憾
の
流
行
を
阻
止
し
、

漢
代
以
前
の
古
文
に
復
蹄
せ
ん
と
す
る
、
共
通
の
自
的
を
固
持
し

た
。
が
、
復
彼
が
指
摘
ハ
既
に
論
述
し
た
通
り
)
し
た
如
く
、
韓
愈

M
M
U
F
b
 

の
「
原
道
」
・
椀
宗
元
の
「
遊
記
」
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
部

一
次
が
既
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宋
初
の
古
文
復
興
は
、
朱
子
纂
韓
の
「
名
陸
一
一
一
一
口
行
録
」
に
、

天
翠
以
来
、
穆
伯
{
出
火
予
師
魯
蘇
子
英
一
欧
陽
、
氷
叔
始
侶
借
用
古
文
、
以

後
回
路
館
。
事
者
翁
然
従
之
。
北
バ
有
楊
劉
般
者
、
人
戯
之
臼
、
英

太
立
石
。
守
滋
深
嫉
之
、
以
潟
孔
門
之
大
答
。
(
巻
十
、
石
介
)

と
、
叉
、
宋
史
「
文
苑
侍
」
の
序
に
、

関
初
場
億
劉
錦
、
漏
襲
唐
人
珠
律
之
総
。
柳
開
穆
修
、
志
欲
務

古
、
市
カ
弗
透
。
廉
一
段
欧
mm修
、
出
以
吉
文
侭
。
臨
別
王
安
石
腐

山
蘇
紙
南
削
減
班
長
誌
、
起
苅
和
之
、
宋
文
日
趨
於
古
文
。
(
各
四
百

一
一
一
十
九
、
文
苑
一
)

と
あ
り
、
榔
防
・
，
緩
修
を
以
て
鳴
比
八
と
し
、
孫
復
・
予
泳
が
初
め
て

気
風
を
開
き
、
但
彼
考
論
に
努
め
、
欧
陽
修
に
一
怠
っ
て
大
成
し
た
こ

( 20 ) 



と
が
知
ら
れ
る
。

約
徐
の
古
文
運
動
は
、
慨
に
「
明
道
致
用
ん
の
僚
に
て
論
越
し
た

如
く
、
排
俳
老
・
排
秘
伝
が
部
「
明
道
致
用
」
に
…
迎
、
ず
る
も
の
と
、

信
じ
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
「
怪
設
中
」
に
、

今
天
下
有
楊
億
之
遊
間
十
年
失
。
今
人
欲
反
富
天
下
人
民
、
懇
天

下
人
耳
、
使
天
下
人
目
官
、
不
見
有
楊
億
之
道
、
使
天
下
人
耳

襲
、
不
問
有
楊
倍
、
之
道
、
侯
楊
億
道
滅
、
乃
後
井
、
吉
開
其
制
球
、
使

日
惟
見
府
公
孔
子
一
車
料
揚
雄
文
中
子
吏
部
之
道
、
耳
惟
開
周
公
孔

子
孟
刺
錫
雄
文
中
子
吏
部
之
活
。
(
石
総
彼
集
、
各
之
下
)

と
、
叉
、
就
に
徴
引
し
た
、
「
鋒
議
議
魚
僻
」
に
、

背
者
孔
子
修
春
秋
、
明
帝
王
之
道
。
取
一
一
一
代
之
政
、
注
一
耐
震
経
、

別
諮
之
治
問
。
其
文
要
而
筒
、
其
道
正
部
一
。
(
向
上
)

と
。
設
び
に
、
先
に
引
用
し
た
、
「
怪
設
下
」
(
向
上
)
・
一
i

答
飲
問
問
、
氷

叔
書
」
(
向
上
)
の
論
駄
を
、
古
文
復
興
の
腕
烈
よ
り
再
検
討
す
る

時
、
こ
こ
に
、
「
明
道
」
の
確
立
は
古
文
に
接
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
の
主
援
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
ち
、
約
彼
は
古
文
復
興
論
者

で
あ
り
、
「
率
笹
筒
切
な
思
想
内
容
を
表
現
す
る
に
は
、
古
文
般
に

依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
た
め
に
、
楊
劉
一
波
の
所
諮
問
昆
慌
の

修
僻
過
重
の
弊
を
矯
一
止
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
い
が
、
そ
の
骨
子

(
右
文
の
「
北
川
文
要
市
街
、
其
道
一
北
部
一
、
」
は
、
最
も
よ
く
こ
の
烈

を
明
示
し
て
い
る
。
)
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
斯
か
る
思
惟
は
、

穆
修
の
(
河
南
穆
公
集
、
各
一
ニ
)
・
榔
協
の
「
問
問
秘
歌

集
後
序
」
(
河
東
先
生
集
、
各
十
一
〉
・
斡
務
の
「
予
公
墓
表
」
(
河

南
先
生
文
集
、
袋
二
十
八
〉
・
欧
陽
修
の
「
引
論
予
師
魯
墓
誌
」
(
同
味ム

7

上
〉
等
の
論
法
一
よ
り
見
て
、
祖
彼
と
同
時
期
の
古
文
復
興
者
の
、
、
町

し
く
希
求
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ

但
株
が
、
米
初
古
文
復
興
者
と
呉
な
る
飴
は
、
組
微
が
経
術
を
根
抵

と
し
た
古
文
復
興
者
で
あ
り
、
特
に
、
「
古
文
」
と
「
明
道
い
と
の

関
係
を
街
…
接
不
離
な
も
の
と
し
、

2
n文
い

を

以

て

を

概

明

に
し
、
の
確
立
を
志
向
し
た
賂
で
あ
る
。

の
議
宋
初
承
五
代
之
敵
、
文
総
卑
焼
。
，
穆
修
柳
関
、
始
迫
古
格
、
復

興
予
法
機
之
、
間
内
気
初
問
、
世
一
一
円
悲
未
成
山
。
故
修
之
一
一
一
一
口
云
爾
。
然
復

之
文
、
根
抵
経
術
、
議
巌
的
潔
、
ぃ
阜
然
第
一
儒
者
之
一
一
一
一
向
。
輿
欧
蘇
曾

主
千
獲
高
化
、
務
純
文
章
之
能
事
者
、
叉
別
第
一
一
格
。
(
程
一
百

五
十
一
寸
孫
mm
復
小
集
)

と
の
一
汗
論
の
、
「
別
混
一
一
格
い
の
一
一
一
一
閃
は
、
山
木
一
初
の
古
文
復
興
は
、
十
日

文
復
興
の
た
め
の
古
文
復
興
と
、
経
街
を
根
抵
と
し
て
、
「
道
」
を

開
明
に
せ
ん
と
し
た
古
文
復
興
と
の
、
一
階
一
択
の
存
在
を
示
唆
し
た
も

の
と
一
一
一
一
問
え
よ
う
。
こ
の
「
提
要
し
一
訟
を
走
と
す
る
時
、
宋
初
の
古
文

復
興
の
、
孫
復
・
抑
制
彼
等
と
、
欧
・
蘇
・
宮
・
王
等
と
の
、
雨
波
の

存
在
は
、
跨
代
古
文
復
興
に
、
斡
・
榔
泌
援
が
存
在
し
た
如
く
で
あ
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る
こ
と
を
、
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
経
術
を
根
抵
と
し

て
、
勺
問
問
活
」
の
確
立
に
心
を
砕
い
た
、
府
米
占
文
復
興
者
(
肢
の

斡
愈
、
米
一
初
の
ね
彼
・
孫
復
等
)
の
志
向
が
、
山
本
代
の
自
由
思
想
を

以
て
自
ら
任
、
ず
る
知
識
人
の
研
究
と
籾
侠
っ
て
、
形
成
へ

と
、
展
開
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宋
代
の
「
遁
製
」
と
ヱ
向
文
復
興
」

い
の
集
大
成
者
朱
子
は
、
大
山
内
ナ
・
中
唐
辛
勾
序
に
於

ハ
道
統
)
の
叩
ハ
脱
慨
を
明
確
に
論
述
し
て
い
る
。
'
山

り
い
口
げ
i

〕
に
て
、

川
古
川
之
説
、
日
新
月
焼
、
以
一
全
於
老
俳
之
徒
出
、
別
錨
近
現
市
大

純
国
民
会
、
:
・
:
・
松
夫
子
兄
弟
出
、
得
有
所
考
、
以
議
夫
千
載
不
侍

之
緒
。
:
:
:
義
子
忠
之
功
、
於
是
潟
大
。
市
徽
初
任
夫
子
、
別
亦
英

能
開
放
ハ
語
、
十
間
待
其
心
也
。

と
論
じ
、
宋
代
「
遁
mmr
い
の
起
間
を
ば
、
「
異
端
の
説
・
俳
老
の
徒

を
排
す
る
に
あ
り
ょ
と
し
、
そ
の
先
河
を
程
子
と
日
ん
て
い
る
。
試

み
に
、
税
伊
川
の
「
明
道
先
生
築
中
心
ど
を
見
る
に
、

問
公
浪
、
理
一
人
之
道
不
行
。
読
料
死
、
聖
人
之
内
my

不
侍
。
道
不

行
、
百
世
無
善
治
o
m
mナ
不
停
、
千
載
無
民
館
。
:
:
:
先
生
生
千
間

百
年
之
後
、
得
不
停
之
単
於
法
縦
、
志
路
以
斯
道
斯
氏
。
(
伊

川
文
集
、
怨
み
/
~
七
〉

b ¥，、
、て米
、代

と
。
朱
子
設
が
、
伊
川
思
想
の
綴
承
で
あ
る
こ
と
は
蒋
易
に
知
り
得

る
。
今
、
朱
子
の
ヨ
迫

m-一
論
を
軸
に
吏
に
推
論
す
る
と
、
朱
子
の

推
稲
す
る
山
純
子
の
小
一
本
代
ぺ
道
製
ん
の
起
因
・
先
駆
論
は
、
十
日
文
復
興

の
関
秘
と
煽
ほ
さ
れ
る
斡
愈
の
「
原
道
い
に
、

斯
者
所
謂
道
也
、
非
向
所
謂
老
出
ハ
俳
之
道
世
。
発
以
是
侍
之
舜
、

舜
以
是
傍
之
品
、
市
内
以
走
体
之
湯
、
湯
以
内
一
北
侍
之
文
武
周
公
、
文

武
山
川
公
侍
之
孔
子
、
孔
子
体
之
孟
料
、
利
之
死
不
得
其
停
張
。
初

印
刷
ハ
揚
患
、
探
張
所
不
精
、
一
品
川
古
市
不
詳
。
:
:
:
不
築
不
流
、
不
止

不
行
、
入
社
ハ
人
、
火
北
ハ
者
、
鹿
北
ハ
加
、
明
先
王
之
道
以
道
之
、
鯨

寡
孤
m
御
殿
山
扶
者
有
義
也
、
其
亦
鹿
乎
北
ハ
ケ
川
J

也
。
(
朱
文
公
校
日
間
数

先
生
一
集
、
巻
十
一
)
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と
、
あ
る
所
論
と
、
そ
の
内
容
に
於
い
て
全
く
一
致
す
る
こ
と

う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
山
本
代
「
道
路
ず
い
の
先
茅
を
斡
愈
に
求
め

る
は
恕
の
然
ら
し
む
る
も
の
で
、
斡
愈
が
成
代
の
、
組
彼
が
宋
一
初
の

十
日
文
復
興
の
首
明
者
で
あ
る
こ
と
は
、
岐
に
論
じ
た
所
で
あ
る
か

ら
、
成
法
び
に
宋
初
の
総
術
を
根
紙
と
し
、
一
》

mm
道
致
用
」
に
、
一
時

心
努
力
し
来
っ
た
古
文
復
興
運
動
に
こ
そ
、
汁
道
路
ず
ん
を
生
む
起
因

が
内
包
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

吏
に
一
歩
論
を
進
め
て
、
斡
愈
の
門
人
李
撲
の
、

文
者
食
道
之
漆
也
。
(
朱
文
公
校
日
川
駒
沢
先
生
集
序
)

と
の
論
述
が
、
古
文
復
興
振
の
主
眼
で
あ
る
と
見
る
な
ら
ば
、
宋



の
組
と
総
す
る
肉
強
孫
、
の

史
、
道
型
侍
が
、

も、
文
所
以
載
滋
也
。

と
あ
る
は
、
古
文
復
興
涯
の
影
・
響
と
一
一
白
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ

う
。
宋
の
隙
止
粛
の
「
温
州
事
的
記
」
の
、

蓋
宋
輿
士
大
夫
之
内
字
、
亡
慮
三
制
捜
0

・
:
:
・
久
市
周
子
出
、
叉
落
北
ハ

輩
、
一
本
於
六
議
。
問
中
者
総
術
、
途
感
幾
於
…
一
一
代
、
何
共
感
哉
。

則
本
朝
人
物
之
所
出
衆
多
也
。
(
陳
文
節
公
文
集
、
省
中
ハ
)

と
の
許
論
は
、
正
し
く
期
総
渓
も
、
古
文
復
興
振
と
同
様
、
修
僻
過

震
を
嫌
い
、
六
惑
に
本
づ
き
、
一
一
一
代
に
復
蹄
せ
ん
と
努
力
し
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
加
減
渓
の
「
太
極
関
設

7

ア
通
常
一
ど
を
管
見
す
れ
ば
、
そ
の
思
想
の
根
底
に
存
す
る
も
の
は
、

社
8
四
番
・
ム
ハ
縦
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
知
る
所
で
あ
る
。
或
は
、
程
伊

川
の
「
四
番
の
成
立
」
・
朱
子
の
「
四
番
集
註
」
等
よ
り
見
て
も
、

異
論
の
な
い
所
で
あ
り
、
こ
の
黙
よ
り
論
考
し
て
も
、
ぺ
遊
撃
い
の

先
茅
と
し
て
の
、
古
文
復
興
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
朱

子
が
、
「
本
朝
い
に
て
、

自
苑
文
正
以
来
、
巴
有
好
議
論
。
如
山
東
有
孫
明
復
、
位
休
刊
有
石

守
道
、
初
州
有
初
安
定
。
到
後
来
、
遂
有
照
子
稜
子
張
子
出
。
故

根
子
一
や
生
不
敢
忘
此
敷
公
、
依
蕎
山
戸
川
他
。
(
朱
子
類
、
各
一
百

二
十
九
、
一
)

と
、
対
・
程
・
張
の
阜
、
に
山
内
つ
る
(
朱
子
が
、
敢
え
て
宋
初

の
古
文
復
興
者
、
穆
修
・
柳
川
間
・
罪
法
と
、
一
一
一
子
と
を
併
論
し
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
、
十
日
文
復
興
論
者
間
の
相
迷
烈
l
古
文
復
興
の
た
め

の
古
文
復
興
と
、
経
術
を
根
紙
と
し
た
古
文
復
興
!
が
存
し
て
お

り
、
一
概
に
論
じ
得
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

が
、
こ
の
黙
は
後
誌
の
究
明
に
譲
る
。
)
を
明
確
に
論
じ
、
自
ら
「
狙

彼
先
生
行
賞
い
を
纂
耕
し
て
い
る
こ
と
も
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
朗

読
と
言
え
よ
う
。

結

び

以
上
の
論
旨
を
要
約
し
、
一
一
一
一
一
口
附
し
て
結
び
と
し
よ
う
。

ハ
け
石
組
後
の
思
想
・
m
m
T

間
の
主
張
は
、
「
明
道
致
用
」
に
あ
る
。

「
明
道
い
と
は
、
一
一
一
王
の
道
(
袈
一
人
の
道
、
印
ち
尭
舜
市
内
湯
文
武
周

孔
に
よ
っ
て
具
象
さ
れ
た
道
)
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
「
致
用
」

と
は
、
そ
の
寅
践
で
あ
っ
て
、
雨
者
は
表
裏
一
鶴
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す

れ
ば
、
「
滋
」
邸
ち
人
間
の
理
性
を
超
越
し
た
「
…
別
的
理
性
」
、
部
ち

一
ー
感
性
的
世
界
の
原
質
」
の
探
究
と
、
そ
の
貿
践
を
一
志
味
す
る
。

。
斯
か
る
三
王
の
道
は
、
経
章
一
日
(
特
に
周
躍
・
春
秋
・
易
)
に

存
し
、
経
書
は
古
文
に
よ
る
記
載
で
あ
る
か
ら
、
「
間
的
道
致
用
」
も

亦
、
所
一
謂
西
山
見
鰻
を
排
し
、
古
文
に
接
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
、
主

張
す
る
と
こ
ろ
に
祖
抹
の
阻
害
怠
が
存
す
る
。
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付
そ
れ
故
に
、
「
明
道
致
用
」
は
、
経
術
を
根
抵
と
し
、
異
端

の
設
・
俳
老
の
設
の
排
斥
〈
単
な
る
排
斥
で
は
な
い
が
〉
に
あ
っ

た
。
郎
ち
、
排
楊
…
億
・
排
俳
老
が
、
「
明
道
致
用
い
に
通
ず
る
と
思

考
し
て
い
た
。
こ
こ
に
「
遊
山
内
ご
興
隆
の
起
用
問
が
存
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
古
文
復
興
者
(
経
術
を
根
抵
と
し
た
)
は
「
道
路
ご
の
先
駆

者
と
な
り
得
る
。

紳
組
休
刊
の
「
明
道
致
用
」
が
、
天
下
太
平
に
通
事
す
る
と
一
一
一
一
向
う
思

惟
は
、
普
遍
爪
次
官
の
感
性
的
世
界
を
共
象
し
た
も
の
で
あ
る
。
が
、

斯
か
る
「
感
性
的
世
界
の
原
質
」
の
遁
究
は
、
併
老
の
排
斥
に
よ
っ

て
、
却
っ
て
内
省
的
洞
察
を
強
い
ら
れ
、
思
索
的
・
思
緋
的
態
度
が

生
じ
来
っ
た
結
果
で
あ
る
。
加
え
て
、
…
註
疏
に
嬢
ら
な
い
自
由
研
究

的
態
度
が
、
「
遊
間
ゃ
い
者
の
思
考
・
思
想
を
自
由
に
し
、
新
気
運
を

醸
し
出
し
た
の
で
あ
る
。

斯
く
て
、
古
文
復
興
の
骨
子
で
あ
る
「
明
治
}
致
用
」
が
、
宋
代

「滋
m
仰
と
の
源
流
を
な
す
重
要
な
一
因
で
あ
る
と
一
吉
い
得
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
組
彼
等
(
絞
術
を
根
抵
と
し
た
古
文
復
興
者
)
の
感
情

・
思
想
的
態
度
が
、
宋
代
知
識
人
(
士
大
夫
)
の
中
に
没
潤
し
、
彼

等
の
考
諭
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
に
及
び
、
「
遊
間
仰
と
へ
の
関
心
は
一

層
深
遠
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
宇
宙
の
原
質
を
究
明
す
る

「
形
而
上
向
仰
と
・
「
宇
宙
論
1
7
「
性
理
性
命
的
ア
」
等
に
ま
で
高
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
拾
い
手
が
者
で
あ
り
、
そ
の
源
流
を

な
す
も
の
が
「
古
文
復
興
」
者
で
あ
っ
た
。
た
だ
明
記
す
べ
き
は
、

「
古
文
復
興
」
の
た
め
の
「
文
古
復
興
」
者
の
力
も
、
勿
論
否
定
で

き
な
い
が
、
資
は
、
狙
彼
の
如
く
、
経
術
を
根
抵
と
し
、
「
閥
的
道
致

用
」
に
努
力
を
傾
注
し
来
っ
た
「
古
文
復
興
」
者
の
力
と
言
う
べ
き

で
、
従
来
の
、
一
概
に
つ
古
文
復
興
者
」
を
以
て
、
「
遊
亭
の
先
駆

と
見
る
設
は
、
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
京
葉
翠
国
高
校
教
議
)

注
1

石
組
株
集
の
「
上
孫
先
生
害
」
・
「
泰
山
議
院
記
い
等
ー
な
見
れ
ば
一
日

限
然
で
あ
り
、
「
宋
史
儒
林
体
」
(
各
四
百
一
一
一
十
一
一
〉
・
「
宋
元
同
学
案
」

(
程
二
、
泰
山
mmr
案
〉
・
「
四
搾
全
書
提
要
」
〈
各
一
百
五
十
二
、
担
株

集
〉
は
、
そ
の
誇
在
と
一
J

一
悶
え
よ
う
。

2
英
文
治
者
「
柳
宗
一
克
許
停
」
に
、
「
但
是
他
能
指
示
出
封
建
統
治
者

利
用
吋
一
脚
』
来
統
治
人
的
陰
謀
、
石
定
吋
一
紳
』
的
存
在
、
迄
種
税
制
還

是
非
常
可
貴
的
」
と
。
叉
、
「
封
建
統
治
者
諒
什
酸
主
人
道
"
問
、
把
『
天
』

一
紳
秘
化
、
向
的
也
不
通
是
偽
了
欺
編
人
民
」
と
。
呉
氏
説
に
従
う
も
の

に
非
ず
。
た
だ
「
紳
格
化
」
し
た
と
見
る
黙
に
、
共
泊
す
る
も
の
あ
り
0

3

宋
元
壊
家
(
各
一
〉
安
定
事
案
に
、
「
混
以
明
憾
迷
用
之
阜
、
授
諸

生
:
:
:
故
今
問
中
者
明
夫
聖
人
鰐
用
、
以
箆
政
教
之
本
」
と
。
こ
こ
に
初

安
定
の
「
明
技
連
用
」
の
壊
の
成
立
を
見
、
叉
、
朱
子
の
中
席
一
本
旬
第

一
球
に
、
「
大
本
者
天
命
之
性
、
天
下
之
迎
、
背
山
此
出
、
道
之
鰹
也
、

速
道
者
術
性
之
諮
、
天
下
古
今
之
所
1
1

川
市
、
道
之
用
也
」
と
。
こ
れ
に

よ
っ
て
石
伯
仲
刊
の
つ
間
選
」
ハ
鰻
〉
・
「
致
用
い
(
府
)
を
考
察
す
れ
ば
、

「
興
革
秀
才
ボ
に
の
「
共
心
意
究
発
舜
高
揚
文
武
府
公
孔
子
之
用
」
は

〔
山
川
」
で
あ
り
、
「
深
一
波
孔
子
之
心
」
は
「
納
叫
ん
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
撚
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用
一
源
」
的
宋
壌
の
一
概
念
を
競
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

4

張
耕
一
深
の
「
お
天
地
立
心
、
危
住
民
立
滋
、
お
出
器
機
絶
感
、
お
寓

世
間
太
平
」
(
近
忠
鋭
、
各
一
一
〉
に
、
通
ず
る
思
想
で
、
宋
代
辺
心
地
M
m
T
L

者
の
根
本
理
念
に
も
亦
通
ず
る
。

5

北
搾
の
顔
之
推
の
「
家
訓
」
に
、
「
夫
文
章
者
原
出
五
経
、
紹
命
策

撤
、
生
於
害
者
也
」
(
各
第
四
、
文
平
〉
と
。
耕
文
極
践
の
持
に
あ
っ

て
、
古
文
を
提
唱
し
て
い
る
。
議
し
、
昨
出
来
古
文
復
興
の
先
河
と
一
一
一
問
え

ト

J
m
A

ノ。

6

「
、
氷
川
川
八
一
記
」
を
指
す
。

7

一
例
を
示
せ
ば
、
榔
開
の
、
「
問
問
駒
市
集
後
序
」
に
、
「
間
半
一
人
不
以
好
俊

子
辞
市
潟
事
也
」
と
0

8

太
極
開
設
に
、
「
大
法
制
仰
山
首
、
斯
其
奈
央
」
と
、
迫
害
の
誠
上
第
一

に
、
「
大
哉
易
也
、
性
命
之
源
乎
」
と
、
易
を
融
資
し
て
い
る
知
u

活

設
の
誠
ド
第
二
の
、
「
一
日
克
己
復
殿
、
天
下
蹄
仁
駕
」
は
論
語
、
割
問

淵
鈴
の
一
mm
で
あ
り
、
同
じ
く
恕
第
九
で
は
、
「
洪
節
目
、
思
日
容
」
と

明
ら
か
に
害
総
を
引
用
し
、
向
、
顔
子
第
ニ
十
一
一
一
の
、
「
顔
子
一
範
食
、

一
瓢
飲
、
在
剛
山
荘
、
人
不
紘
一
其
菱
、
市
不
改
其
柴
」
は
論
語
、
裕
也
箭

の
誌
で
あ
り
、
問
、
文
辞
第
二
十
八
の
、
「
一
寸
前
之
無
文
、
行
之
不
法
」

は
在
侍
議
公
二
十
五
年
の
一
訟
で
あ
り
、
述
書
の
終
り
に
「
孔
子
」
に
開
削

す
る
上
下
ニ
翠
あ
り
、
最
後
に
、
易
の
「
蒙
艮
」
の
象
を
引
い
て
、
そ

の
義
を
説
く
等
、
枚
撃
に
連
な
い
。
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